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第 1章 日本語対応手話とは

第考 1 貨行 「日オ又言吾実寸E芯守三言舌」 σ〉
目白勺と芳重亡事義

私たちは、文字や音声をある決まった約束のもとに用いることによって日本語

を表しています。これと同じように、手話に日本語を表すための約束を与えたも

のが「日本語対応手話」です。手話と口話で正しく日本語を伝達できるようにす

るという乙とが、日本語対応手話の大きな目的です。

日本語対応手話を考案することによって次のようなメリットが考えられます。

( 1 ) 教育の場

① 口話と併用しやすい手話となるので、併用することによって、口話だけ、手

話だけの時よりも分かりやすくする。また口形のよく似た乙とばを区別しやす

くする。

② 日本語を手話で正しく表すことによって、日本語習得をたすける。

③ 特定の教科に使われる用語や専門的な用語など、従来の手話では対応しきれ

なかった単語や表現をカバーし、伝達できる範囲を広げる。

( 2) 社会生活の場

聴覚障害者の社会生活で従来から用いられてきた手話には、日本語の文法によ

らない表現形式が多くふくまれており、独自の豊かな表現力を持っています。従

って、従来の手話と「日本語対応手話」では、それぞれに異なった役割をになう

乙とになると考えています。すなわち従来の手話が日常のコミュニケーシヨンや

視覚パフォーマンスのような芸術的分野などにおいてその役割をになうものであ

るとするならば、 「日本語対応手話」はやはり日常のコミュニケーションで用い

るほかに、次のような役割を果たすものといえます。

① テレビなどの日本語によるマスメディアで使用する。

② 大学や研究の場など日本語による専門用語や特殊な用語、表現が要求される

分野で使用する。

③ その他、日本語に依存する度合の大きい場面で使用する。

以上のようなことから聴覚障害者の社会生活を向上させ、社会参加の可能性を

高め、種々の活動を行う機会をつくっていきます。

第考 2 貨行 日オ又言吾実寸E芯弓三言舌OJヰ寺笹故

I 日本語対応手話の4つの原則
日本語対応手話には、手話の特徴を尊重しながら日本語に対応するため工夫を

した結果、従来から用いられてきた手話と比べて、いくつかの特徴がみられるよ
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うになりました。

手話と音声言語との違いは、まず音声言語が音声一聴覚という経路をとるのに

対し、手話は手指 視覚という経路をとるということがあげられます。音声言語

では音を順々に並べる乙とによって意味を表しますが、手話では手の形・位置・

動かし方などの要素を同時に示すことができます。

また、手話は音声言語に対し「写像的」であるといわれます。 「写像的」とい

うのは、たとえば、両手の親指と人差指でつくった円の形を上にあげる乙とで太

陽を表すように、ものの形や動きを手指で模写して表すことです。

そのために、手話は音声言語のひとつの単語に対していくつもの形ができたり、

意味によっては手指のみで表現しにくいものがある（逆に音声で表現しにくいも

のが手話では表現しやすいばあいもあります）などの面が指摘されています。

例：「落ちる」というひとつの単語にはいくつかの手話があります。

（試験に）落ちる

逗きト
（汚れが）落ちる

（スピードが）落ちる （名前が）落ちる

このように「落ちる」というひとつの単語

でも、意味の内容が多様なものは、その意

味に応じた形をつくるのが従来の手話のや

り方です。

しかし「視覚的・写像的」という性質を上手に利用すれば、生き生きした豊か

な表現ができますし、音声言語とは別な意味で伝達力を高めることも可能です。

そこで日本語対応手話を考案するにあたっては、手話の長所を生かしながら正

しく日本語に対応できるように工夫しました。基本的には次の4つの原則に基づ

いています。

( 1 ) ー単語一手話の原則

ひとつの単語にいろいろな意味が含まれる場合でも、ひとつの手話で表すこと

を原則とし、複数の手話で表す乙とはしません。 （ただし、意昧の近い複数の単

語を一つの手話で表すことはさしっかえないこととします。原則の（ 3 ）参照）
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例：落ちる

上にあげた「落ちる」の例では、乙の原

則に従って右図のような形で「落ちる」

を表します。次の（ 2 ）同義語の原則に

従って、なるべく「落ちる」という語の

持つ意味全体を包含するようにします。

( 2 ) 同語義の原則

その語のもつ意味と手話の形がずれることのないようにします。 （従来の手話

では手の形が語の意味の一部分しか示していないような場合もみられます）

例：「使う」

従来の形 日本語対応手話での形

右手が「お金」の手話なので

「お金」という意味が加わっ

てしまう

き

ど

で
な

現
」
表

、
つ
、
も

使

」

を

う

頭

使
」
の
う

合

使

場
を

な
人
ん

「

ど

る

(3) 相互補完の原則

口形との相互補完ができるようにします。日本語の単語は何万語とありますの

で、それを全部手話化する乙とはできません。そ乙で意味の似ている単語を同じ

手話で表す場合がありますが、そのようなときは口形によって区別する乙とを原

則とします。その結果、手話の読み取りも、読話も、聴覚弁別もいっそう容易に

なります。

例：「法律、条例、規約」

む
と
ふ
ふ
一
号

法律 乙れらは同じ手話を用いますが、

口形が違うので区別できます。

条例

規約
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(4）動作経済の原則
手指の動きは発話する際の唇の動きに比べてどうしても労力と時間の負担が大

きくなりがちなので、ひとつの動作の動きがなるべく小さくなるように工夫しま

す。

例：「父」

従来の形

ート
人差指で頬をなでて、

親指を前に出す

親指で頬をなでて、

そのまま前に出す

以上4つの原則のほかに、手話単語の形がおぼえやすいものである乙と、従来

の手話をできるだけ尊重する乙と、性や排世の表現に注意する乙となどを決めで

あります。

II 日本語対応手話と従来の手話との相違点

これらの原則にしたがって手話を整理していくと、日本語対応手話と従来の手

話とのあいだにはいくつかの違いがみられるようになってきます。これらの相違

点は、次のようにまとめられます。

( 1 ) 漢字手話

① 漢字手話の有用性

日本語を手話で正確に表現しようとする場合、 1単語に対し、 1つの手話が対

応するのが望ましいと思われます。しかし、日本人（成人）の理解語藁数は、平

均5万語前後と言われ、その5万語のことごとくに対応した手話を創り出すのは

まず不可能ですし、記憶の負担も大変です。そこで、日本語は漢字と仮名の組み

合せによって表記されるという点に着目し、漢字に対応させた手話を創るという

方法を考えてみました。

漢字を手話で表すことができれば、いろいろなメリットが生まれます。

まず、日本語は漢字の熟語が非常に多いので、漢字手話を創れば、その漢字手

話の組み合せで、いろいろな漢字の熟語が表せます。例えば、 「事」と「物」と

いう漢字手話を組み合わせて「事物」という熟語をつくることにすれば、次に

「品物」や「事実」という手話をつくるときに、 「事」や「物」の漢字手話が利

用できます。

また、日本語の単語ひとつひとつに手話をつくった場合に較べ、漢字手話なら

覚える手話の数が少なくてすみますし、手話から漢字を想起し、その漢字から意
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昧をつかむなら、特に抽象性の高いことばの場合、意味の明確化に役立ちます。

② 常用漢字の漢字手話

私たちは現在、常用漢字の漢字手話化の作業を進めています。常用漢字は1945

字あります。使用頻度の少ないものは手話化する必要はありませんし、異なる漢

字でも意味が近い場合は同形の手話で表せるものもありますから、すべての常用

漢字を手話化するというわけではありません。また昔から使用されてきた手話で、

そのまま漢字手話として利用できるものも、できるだけ尊重しました。それらを

含めて約1600字を試みに漢字手話にしてみました。その全部を紹介する乙とは不

可能なので、ここでは漢字手話の例をいくつか紹介します。

③ 漢字手話作成の方針

ア．原則

i I漢字は l手話とします。

並 漢字手話の手の形は漢字が示す意味全部を表示するようにします。

イ．例外

i 指文字を使用する漢字手話は、音読み・訓読みそれぞれに応じて指文字部

分を変えて表現します。ただし、音・司I［は常用漢字として認められている範

囲内とします。

品 音と訓の違い・音の違い・訓の違いで漢字の意味を明確に区別できるとき

は、それぞれ別に手話をつくることもできます。

iii 二つ以上の漢字が同じ訓読みを持っときは、音訓ともに意味が同じか似て

いる場合は同じ手話とし、意味がはっきり異なる場合は別の手話とします。

＜音読み・訓読みそれぞれを指文字で表現し分ける例＞

例：「通」

「ツウ」と読む場合

左手人差指の上を

「ツJでなぞる

「とおる・とおす」と

読む場合

「卜 Jでなぞる
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「かよう j と読む

場合

「カ」で往復させる



＜音と訓の違い・訓の違いで意味を明確に区別できるので、別の手話をつ

くる場合＞

例：「治」

「おさめる・おさまる・ジ・チ」と

読む場合

手のひらを下に向けた両手を

聞きながら下へ

④ 漢字手話の使用法

「なおる」と読む場合

①②  

両手を手のひらを向い合せにして

交差させて重ね、右手を裏返す

すべての漢字熟語を漢字手話で表すわけではありません。次のような手話のと

きに、漢字手話で組み合せるのがよいでしょう。

その漢字手話を表す手話がなく、漢字手話の組み合せでも違和感のないもの

逆に言えば、一語感の強い漢字熟語は漢字手話で表すのではなく、ひとつの新

しい手話を考えた方がよいと思います。例えば、 「先生」とか「意味」などの語

を手話化するときは、 「先」と「生」、 「意」と「昧」の漢字手話の組み合せで

は違和感がありますので、 「先生」・「意味」の手話を新しく一語の手話として

作成します。
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漢字手話の例

私たちが作成した漢字手話の一覧表の例を紹介します。常用漢字を音読みで並べた場

合の最初の12個を例としてあげてみました。

漢字 l音訓

ア

亜

アイ

哀｜あわれ

あわれむ

アイ

愛

アク

悪｜ォ
わるい

アク

握 liζぎる

アツ

圧

手話図像

用対
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動作方法の解説

両手を指文字「あjの形iとして並

べ片手を下げて、 「準ずるJ「次
ぐ」の意味を表す。

手のひらを左胸につけて、「哀悼j

の意味を表す。

左手の甲を右手の手のひらでなで

る。 「わたしたちの手話5Jの「
愛jを使う D

人さし指で鼻先をなでるように横

切らせる。「わたしたちの手話1」

の「悪い」を使う。

指先をすぼめるように聞いた手を

斜め前下へ押し出しながら握る。

「わたしたちの手話8」の「把握」
の右手だけを使う。

左手を握り拳にして、右の手のひ

らで庄力が加わったようにおさえ

つける。



漢字｜音訓 手話図像

あつかう

扱

アン

安｜ lllゲ

やすい

e》呼ψ－'._____ 
よ

アン

~地暗｜くらい

アン

＠→訴ふ案 i

イ

以
コ吾妻主工

イ

位｜くらい
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動作方法の解説

両手の指先を前方に向け、まるみ

をつけた手のひらを向かいあわせ、

交互に上下に動かす。

｜＜音読みの場合＞
左の手のひらに右手を指文字「あj

の形にして置き、安定するように

｜下へおろす。

＜訓読みの場合＞

左の手のひらに右手指文字「や」

をのせ、下へさげる。

手のひらを前に向けた両手を顔の

両側に置き、顔の前で交差させる。

「わたしたちの手話1」の「暗い」

から。

｜指文字加を乙めかみにあて、

はじくように前へ出す。

指先を互い違いに向付た両手の甲

をつけあう。

左手を手万の形iとして胸の前へ置

き、その上を右の手のひらで撫で

るように動かし、 f地位Jの感じ
と「程度」の感じを含めて表す。



( 2 ) 指文字結合手話
意味上、同一のカテゴリーに属する語が多数ある時には、左手でカテゴリーを

示す手話を、右手で各語の第1音節または第2音節に対応する指文字を用いるこ

とで、合理的に表すことができます。左手の手話を「枠」とし、それを右手の指

文字で「分化」させるわけです。

この方法でたくさんの単語を表すことができ、ひとつひとつの語の記憶も容易

になります。また動作量もすくなくてすみます。

指文字は混乱の恐れのないときは1音節、口形を考えても混乱の恐れのあると

きは2音節以上とします。
例：「すいせん」 例：「なでし乙J

（花が強く意識される植物名）

例：「サパJ

（魚類）

例：「いわし」

（魚類）

次のようなカテゴリーに分類される語は、指文字結合手話で表します。

植物名：花、樹木、草類、野菜、豆類、きの乙類、果物、

穀類、竹・笹類、藻類

動物名：魚類、鳥類、虫類、蝶・とんぼ類、員類、晴乳類

薬品名：医薬品、農薬、化粧品、塗料

食品類：酒類、肉類、麺類、調味料、揚げ物

地域：園、都道府県など

その他のカテゴリー：

身体部位、昧覚、時代名、トランプ類、色名、宝石類、元素・原子名

栄養素、和服類、金属類
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( 3）付属語の表現
従来の手話では、日本語の付属語に当たる手話は少なく、表情や手話の空間的

配置などによって表すことが多いのですが、日本語対応手話では原則として付属

語を正確に表現します。

1音節の助詞は指文字を用います。

例「は、が、を、に、で、ヘ、も、一一一」

2音節以上の助調と助動詞は手話をつくります。

例「れる・られる」「から」

詳しい乙とは、第2章をご覧ください。

ill 文例

次に、 ( 1）教育の場、 (2）社会生活の場を想定して、それぞれで使用される

ことが多いと思われる文例を 1つずつあげてみます。漢字手話や指文字結合手話

などを有効に利用する乙とによって、日本語の文章を正確にわかりやすく表現で

きる乙とがおわかりいただけると思います。

従来の手話は独自の文法を持っているため、その語順は必ずしも日本語と一致

していませんでしたが、日本語対応手話では音声語とまったく同じ語順になりま

す。当然ながら口話との併用もしやすくなります。

( 1）教育の場

文例：聖徳太子が定めた冠位十二階の制は、徳、仁、礼、信、義、智の6種をそ

れぞれ大小に分けて十二階としたものです。 （高校の日本史より）

① 

ると →m← 
漢字手話「聖」 漢字手話「徳」 漢字手話「太J

←納

漢字手話「子」 指文字「ガ」 漢字手話「定」

1 0 



聖徳太子が定めた冠位十二階の制は、徳、仁、礼、信、義、智の6種をそ

れぞれ大小に分けて十二階としたものです。

、、』ーーノ

過去を表す手話「～た」 漢字手話「冠」 漢字手話「位」

① ② 
.II 

新
数字を表す手話「十二」 漢字手話「階J 指文字「ノ」

~ →m← 
漢字手話「制」 指文字「ハ」 漢字手話「徳」

制1
漢字手話「仁」 漢字手話「礼」 漢字手話「信」

←W 新
漢字手話「義」 漢字手話「智」 指文字「ノ」
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聖徳太子が定めた冠位十二階の制は、徳、仁、礼、信、義、智の6種をそ

れぞれ大小に分けて十二階としたものです。

ケ 幻 jす
数字を表す手話「 6J 漢字手話「種」 指文字「ヲ」

「＼ 外
。九百

一一一一 一一

「それぞれ」 漢字手話「大」 漢字手話「小」

二？ 三ヤ4ご 防
指文字「ニ」 漢字手話「分」 指文字「てJ

① 
¥ ¥l¥ f’n I 

／ 

一一一一一
数字を表す手話「十二J 漢字手話「階」 指文字「ト」

ク
「する」 過去を表す手話「～た」 漢字手話「物」
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「です」

仁、義、信、智などは口の形

だけでは区別しにくいもので

すが、日本語対応手話ではそ

れぞれの文字に対応する手話

を用いることによって明瞭に

区別できます。

＊抽象名調「もの」は必ずしも漢字「物」を使用するとは限りませんが、漢字手

話「物」をあててもよいものとします。

( 2 ）社会生活の場

文例： 地球科学の急速な進歩にもかかわらず、素朴で、根源的な疑問には

今なお未解決なものが多い。 （読売新聞の記事より）

i[]) 
、シ／

「地球」 漢字手話「科」 漢字手話「学」

ゼ旬
」j

新 lり~ ノ

指文字「ノ」 「急速な」 「進歩」

／イ ~ 

二子 の
指文字「ニ」 指文字「モ」 「かかわる」
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地球科学の急速な進歩にもかかわらず、素朴で根源的な疑問には

今なお未解決なものが多い。

否定を表す手話「ず」

「疑問」

漢字手話「今」

「素朴j

品げ一
指文字「デJ

漢字手話「的」 （な）

二テ タ
指文字「ニJ

「なお」

漢字手話「物」

1 4 

指文字「ハ」

漢字手話「未」

指文字「ガ」



地球科学の急速な進歩にもかかわらず、素朴で根源的な疑問には

今なお未解決なものが乏と。

「多い」

「素朴」、 「根源的」などのような用語は従来の手話ではなかなか表しにくい

ものですが、日本語対応手話では漢字または語に対応する手話を組み合せる乙と

によって表現が可能となります。
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第 2章 日本語対応手話の表現

日本語を手話で表現するときの注意点を、品調別に具体例をあげながら説明し

ます。

第害 1 貨行 毛主言司。〉孝重美頁と F目主去

日本語対応手話での名調の表現についていくつかの場合に分けて説明します。

乙こでは特に注意を要する（ 1 ）固有名調、 ( 2 ）助数詞の表現について述べ

ます。

( 1）固有名調（地名・国名・人名）

圭也毛主

① 地名については、その土地で使われている地名表現を採用します。

例：「東京」 例：「つくば」

「東」（太陽が上る）を

2回繰り返す

筑波山の男体山と

女体山を示す

② 現地の地名の手話が不明なときゃあまり知られていないときは、漢字手話の

組み合せで表現しでもよいことにします。

例：岩手県 伊い岩手の現地での手話

戸、当

漢字手話「岩」と「手」の組み合せ 岩手県出身の原敬首相の頭髪を示す

（岩手を表す手話は全国的には理解されにくいので、漢字手話の組み合せで表し

てもよいこととします。）
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E国 :::g

① 外国の国名については、既成手話で定着しているものはその手話で表現しま

す。

例：アメリカ

アメリカ手話では

別の形を使っている

例：イギリス

イギリス手話では

乙の形を使っている

② 既成手話にない国名は、その国で使用している国名の手話を使います。

例：ェチオピア 例：ケニア

「ェチオピア」の語源

「日焼けして顔の黒い人」から

ケニア国旗にある「勇気」の

象徴の槍を示す

③ ①②で表せない国名については、左手で「世界」の手話の半分の形を示して

国名のカテゴリーを表し、右手で国名の最初の1～2文字を表します。②の手

話が通じにくい時は、この③の方法で表現しでもよい乙ととします。

例：イスラエル 例：コスタリカ

ゴト グミ＼
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④ 国名の漢字部分は漢字手話の組み合せで表現します。

例：モナコ公園

冷気
モナコ 漢字手話「公」 漢字手話「国」

J、:::g
漢字の人名については原則として漢字手話で表します。

例：竹下登

漢字手話「竹j 漢字手話「下」 漢字手話「登」

ひらがなやカタカナの名は指文字で示します。

ただし、親しみをこめた愛称としてその人の特徴的なしぐさなどを表す手話を

使ってもよいこととします。

例：水戸黄門

ト

1 8 

水戸黄門のあ乙ひげを示す

水戸の地名を表す現地での手話

にも使われています。



( 2 ）助数調

助数調は独自の使い方をするものが多いので次のような原則でつくりました。

① 漢字手話をそのまま用いたもの

例：～人～年

もミ
② 漢字手話があるが、指文字または別途の手話にしたもの

例：～足～位

期
γ
ゐ
j

怜
～階

ペ芦
③ 外国の指文字を用いたもの

例：～cm ～kg 
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④ その他特別に作った手話

例：マグニチュード ～cc 

賃写 2 宣告 重力言司。〉言吾F言歪EイヒOJ萎乏王見

( 1 ）活用

動詞の活用は口形で表示し、手話では表現しないのが原則ですが、必要に応じ

て指文字で表します。ただし、名詞に「する」をつけて動調化したものについて

は「する」の手話をつけます。

例：学習する

一一一一一一一一一ー

「学習」 「するJ

なお、命令形は動調の手話に命令を表す手話をつけ加えます。

例：走る 例：走れ

I(" 

~ 

① ② 
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( 2 ）可能動調

普通の動詞に対して可能動詞である乙とを表示したいときは「可能」の手話を

つけます。

例：見る 例：見える

ん一
( 3 ）自動詞と他動詞

自動調と他動調の区別は、原則として同じ手話で表現し、活用の違いは口形で

区別します。

例：「建つJ （自動詞）と「建てる」（他動調）

活用の違いは口形で区別しますが、

必要なときは指文字で示します。

「歩いている」の「いる」や「食べてみる」の「みる」等の補助動詞は、元の動

詞「居る」や「見る」の手話を用いてよい乙ととします。

例：「たべてみる」

「たベる」 「みる」
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穿事 3 貨行 芳三主宰手言司と芳三主宰手重b言司

形容詞と形容動詞の活用変化は口形で表示し、手話では特に表示しません。

形容調は「高かろ／高く／高い／高い／高けれ」と活用変化し、活用語尾の母

音が「A/U/I/I/E」と相違していますので、口形で十分読み取れますが、

必要な場合には指文字で示します。

形容動調も上記に準じます。

第害 4 貨行 百リ言司

副調は動詞・形容詞を修飾する語ですが、状態を表現する副詞と、話し手の仮

定・推量・願望・疑問・否定・断定などの判断を表現する副詞との二種類があり

ます。

従来の手話では、顔の表情や身体表現に依存する場合もありましたが、日本語

対応手話ではすべての副詞をきちんと手話で表すようにします。

伊l：やがて 伊j：あらかじめ

例：もし 例：おそらく
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第考 5 宣告 主主¢本言司

連体詞の表現には次の4種類があります。

( 1）漢字手話をそのまま使うもの

例：「当（大学）」 例：

( 2 ）語幹が形容調や動詞などと同じものは、その形容調や動調などの手話を用

います。特に連体詞であることを明示したいときは指文字を添えます。

例：「大きな（家） J 

( 3 ) 「乙の、その、あの、どの」などは独自に作つであります。 （代名調「乙

れ、それ、あれ、どれ」と関連させ、似た形にしてあります。）

例：「乙の」 例：「どの j

←－ rfl① 

②， JI 10, 

l② 

(4）以上の他の、 「あらゆる」 「いわゆる」などの連体調については独自に手

話を作ってあります。

例：「あらゆる」 例：「いわゆる」

やφ ト
① ② 
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第琴 6 宣告 主妾楽売言司

接続調の表記には次の6種類があります。

( 1）助詞と同じ場合は助詞の指文字または手話を用います。

例：「と」「で」は指文字 例：「けれども」

品
川

m門
川

( 2）名詞に助詞がついた形になっている場合は「名詞＋助調Jの形にします。

例：「さらに」 例：「または」

ら
て三P

「さら」 ＋ 「ニ」 「また」 ＋ 「ハ」

(3）動詞に助詞がついた形の場合は、 「動詞＋助調」の形にします。

伊j：「従って」

_... 
品
げ
川

「従う」 ＋ 「テ」

(4）代名調に助調がついた形の場合は、 「代名調＋助調」の形にします。

例：「そこで」

品
門
川

「そ乙」 ＋ 「デ」
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( 5) 代名詞に名詞がついた形の場合は、 「代名詞＋名詞」の形にします。漢字

手話が利用できる場合は漢字手話を用います。

例：「それ故」

「それ」 ＋ 「故」

(6）上記以外のものは手話化しました。

例：「だから」

第害 7 貨行 底力重力言司

助動調は手話をつくります。活用の表示は口形によります。

例：「だ」（断定） 例：「たい」（希望）

例：「ない」及び「ぬ」（否定） 例：「らしいJ （推量）
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例：「た」（過去） 例：「そうだ」（伝聞）

一一②

例：「ょうだ」（比況） （丁寧）

〆、 グ、
B 

例：「せる・させる」（使役） 例：「れる・られる」

（自発・可能・受身・尊敬）

例：「う、ょう」（意志、推量） 例：「まい」

τ／否

＼ 

＊連続した助動詞の表現

連続して使われる乙との多い助動調は次のように連続した動きとして示します。

伊j：「でしょう」 伊j：「ました」
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重手事 8 宣告 民力言司

1音節の助詞は原則として指文字で表現します。

例：「が」 例：「は」

←め イS
（わたし） 「ガ」 （あなた） 「ノ＼」

例：「と」 例：「ね」

サ
（本） 「と」 （雑誌）

1音節の助詞でも次の語は手話を使います。

例：「か（疑問）」 例：「な（禁止）」

－wu＋ 
（あります） 「カ、」 （やる） 「な」

2音節以上の助詞は指文字または手話をっくります。

例：「から」 例：「けれども」

（経験）［からJ （だらしがない）「けれども」
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例：「しか」 例：「まで」

（一時間） 「しか」（いない） ( 1 2時過ぎ）「までJ

次のような助詞は指文字の連続で表します。

例：「など」 （指文字の連続） 例：「のに」（指文字の連続）

トー三子
（狩やコリー）「など」（の犬は） （勉強した）「のにJ
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第 3章 日本語対応手話での表現

第事 1 宣行 萄支言吾匂〉芸乏しプ7

「奥様のご病気もすっかりよくなられたとのこと、お慶び申し上げます。さて、

この度の愚息の就職の件につきましては、大変丁重なご配慮をいただきまして心

より感謝申し上げます。おかげさまで本人も非常に満足しております。 J

＼

i
／
奥

L
D

一話

戸

手
／

L
字一漢

漢字手話「御J

「すっかりJ

尊敬 「られるJ

① 

前② 

接辞手話「様」 指文字「ノ J

A
W
 指文字「モ」

「よく」 「なるJ

K
1ハ

「た」 指文字「と」
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「奥様のご病気もすっかりよくなられたとの乙と、お慶び申し上げます。さて、

この度の愚息の就職の件につきましては、大変丁重なご配慮をいただきまして心

より感謝申し上げます。おかげさまで本人も非常に満足しております。」

新
指文字「の」 「お」

「申し」 「あげる」

一
「ますJ 「さて j 「この」

ノる／

新
漢字手話「度J 指文字「ノ J 漢字手話「愚」

¥._ 

メヲ匂
新 fl（製ど安②

、h司〆’
漢字手話「息」 指文字「ノ J 漢字手話「就J
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「奥様のご病気もすっかりよくなられたとの乙と、お慶び申し上げます。さて、

乙の度の愚息の就職の件につきましては、大変丁重なご配慮をいただきまして心

より感謝申し上げます。おかげさまで本人も非常に満足しております。 J

① 

新
/ J仁

漢字手話「職J 指文字「ノ」 漢字手話「件」

① 

rr・＠て＼
「ζついては」 「大変」

~ 
↓ 

漢字手話「丁J 漢字手話「重」 指文字「ナ」

「ご」

指文字「ヲ」 「いただく」 同漢字手話 l~GJ

／？／ 
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「奥様のご病気もすっかりよくなられたとのこと、お慶び申し上げます。さて、

この度の愚息の就職の件につきましては、大変丁重なご配慮をいただきまして心

より感謝申し上げます。おかげさまで本人も非常に満足しております。 J

－＜~~ ~ -<q 
／戸グゐ

① 

’BJ
 

川りよ 「感謝」

戸入＼

「申すJ － 

「あげる」 「ます」 「おかげ」

トイ

←内
／介＼＼

漢字手話「様」 指文字「デ」 漢字手話「本」

① 
~ 

ゆ rr・②て＼
漢字手話「人」 指文字「モ」 「非常」

てア
苫 デ

指文字「ニ」 「満足J a」’ν
 

「
E
I
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品
げ

「ます」「て」 「おり」

敬語では「お」や「ご」を付け加える例が非常に多くみられますが、手話で表

現する際にはいちいち指文字で表すと手の動きが煩雑になりがちですので、特に

表現したい場合以外は原則として省略します。

尊敬の助動調「られる」は動詞に続けて表示します（受身の助動詞「られる」

と同形）。

第害 2 貨行 こ二こヱーーコえじり事長実見

NH  Kが制作したHDTV （高品位テレビ）「ミューズ」は走査線1125ライン、

16: 9の横縦比率でアメリカの規格に適合するが、周波数帯域幅が広すぎるとい
う問題がある。

＊「NH K」、 「HDTV Jのようなアルファペットは、アメリカの指文字を使

って表現します。手指で表すアルファペットということから、マニュアル・アル

ファペットと言われています。

マニュアル・アルファペヲト 「N、H、K」 指文字「ガ」

チ
「制作J 「する」 過去を表す手話「～た」
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NH  Kが制作したHDTV （高品位テレビ）「ミューズ」は走査線1125ライン16

: 9の横縦比率でアメリカの規格に適合するが、周波数帯域幅が広すぎるという

問題がある。

ゆ
マニュアル アルファベット「H・D・T・V」

唾ーー一一一ーーーー

（空書「（ J ) 漢字手話「高」 漢字手話「品」

漢字手話「位」 「テレビ」 （空書「）」）

（空書「「」） 指文字「ミュー・ズ」 （空書「 JJ ) 

1iJ ー々 伶
指文字「ハ」 漢字手話「主「 漢字手話「査」

34 



NH  Kが制作したHDTV （高品位テレビ）「ミューズJは走査線1125ライン16

: 9の横縦比率でアメリカの規格に適合するが、周波数帯域幅が広すぎるという

問題がある。

に 寸W

ミ入う②

漢字手話「線J 数字を表す手話「1125」

lケ合
漢字手話「対J

新 分司
数字を表す手話「9J 指文字「ノ J 漢字手話「横」

めfぎ
¥ 

漢字手話「縦」 漢字手話「比」 漢字手話「率J

←内 新
一一指文字「デ」 「アメリカ」 指文字「ノ」

35 



NH  Kが制作したHDTV （高品位テレビ）「ミューズJは走査線1125ライン16

: 9の横縦比率でアメリカの規格に適合するが、周波数帯域幅が広すぎるという

問題がある。

二3ミ

漢字手話「規」 漢字手話「格」 指文字「ニ」

ぷえ
¥ ' ／／ 

① ・- . ~ －‘ 

②グ~~む 口止へ
「適合」 「する」 指文字「ガj

漢字手話「周」 漢字手話「波」 漢字手話「数」

漢字手話「帯j 漢字手話「域」 漢字手話「幅」

K ~ 
←納
指文字「ガJ 漢字手話「広」 「すぎる」
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m門
川

「問題」指文字「ト j

ー＋

指文字「ガ」 「ある」

時代とともに新しい用語が用いられるようになります。日本語対応手話は漢字

手話の組み合せによって乙のような語も表示する乙とができ、新しい時代の言語

生活に対応できます。

算事 3 貨行 壬言言舌コ乞 O:>萎乏王見

マツオ「キリコさん、こんにちは」

キリコ「先生、どこにいらっしゃるのですかJ

マツオ「今度フランスにいくので千葉市にパスポートを申請にいくのですよ」

キリコ「いいですね。私なんか予備校に模擬試験を受けにいくんですj

マツオ「あの予備校はじゅんさい池公園の近くですね。きのう行ったら桜やすみ

れがきれいで、あひるもいましたよ」

キリコ「もう春ですね。予備校はやめてその公園に遊びに行く乙とにします」

会話の場合でも、日本語対応手話を用いる場合は、基本的には乙れまでに述べ

てきた原則に従いますが、自然な会話ができることが大切ですので、円滑化をは

かるために、相手に対する呼びかけや助詞などは省略しでもよいこととします。

省略しても差し支えないと思われる手話については、次のように（ ）でくくっ

て示します。

相手と自分との関係や会話の内容など、その時と場合に応じて、自然で楽しい

会話ができるように各自で工夫しながら表現してみてください。
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マツオ「キリコさん、こんにちは」

W持庁
（「さん」） 「こんにちは」

キリコ「先生、どこにいらっしゃるのですか j

（＋  
(2), 

（「先生」） 「どこ」 （指文字「ヘ」）

（指文字「ノ」） （「です」） 疑問の手話「か」

マツオ 「今度フランスにいくので、千葉市にパスポートを申請にいくのですよ」

汐六＼
① ② 

「今度」 「フランス」 （指文字「ニJ) 
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ーー歩

「行く」 「ので」 「千葉」

民訟
i品
よ主

指文字結合手話「市」 （指文字「ニ」） 「パスポート」

（指文字「ヲ」） 「申請j （指文字「ニJ) 

て／-q. 

一ー今

「行く」 （指文字「ノ」） （「です」） （指文字「ヨ」）

キリコ「いいですね。私なんか予備校に模擬試験を受けにいくんです」

ー唱

サ
「いい」 「です」 ～ 指文字「ネ」

（手の形が同じなので、つながった形で表現してもよい）
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~ 
l① 

「わたし」

、J
漢字手話「校」

「試験」

（指文字「ニ」）

② l ③ 

「なんか」

（指文字「ニ」）

（指文字「ヲ」）

て／手

一＋

「予備j

の←将
① 

「模擬J

「受ける」

／〆
／／ 

② 

（ん） 「です」

マツオ「あの予備校はじゅんさい池公園の近くですね。きのう行ったら桜やす

みれがきれいで、あひるもいましたよ」

「あの」 「予備J 漢字手話「校」
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ョγ門
？わ ゆ

ミ~~
② 

（指文字「ハ」） 指文字結合手話「じゅんさい」 漢字手話「池J

漢字手話「公j 漢字手話「園J （指文字「ノ」）

弘》
’ミ／「一

／／ 

「近く」 「です 1 指文字「ネ」

ーーク

「きのう」 「行く」 過去の手話「～た」

（指文字「ら」） 指文字結合手話「桜」 （指文字「ヤ」）

4 1 



五量子

指文字結合手話「すみれ」（指文字「ガ」） 「きれい」（指文字「デ」）

＼物
指文字結合手話「あひる」 （指文字「モ」） 「いるJ

（「ます」） （過去の手話「～たJ ) （指文字「ヨ」）

キリコ「もう春ですね。予備校はやめてその公園に遊びに行くことにします。」

／多

「もう」 漢字手話「春」 「です」

元か
指文字「ネ」 「予備」 漢字手話「校」
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（指文字「ハJ） 「やめる」 （指文字「テ」）

「その J 漢字手話「公」 漢字手話「圏」

（指文字「ニ」） 「遊び」 （指文字「ニ」）

て／手

ーー骨

「行く」 （「乙と」） （指文字「ニ」）

タ
「する」 （「ます」）
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本研究は手話コミュニケーション研究会がトヨタ財団の

研究助成を受けて行なっている研究成果の一部です。

「日本語対応『手話辞典』編纂作成のための総合研究」

1 9 8 5年度（助成番号85 -IIIー 01 6 ) 
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